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国道３４９号の整備促進について 
 

 

国道３４９号は、昭和５０年４月に国道へ昇格以来、漸次改良整備が

進められ、着々とその成果が得られておりますことに深く感謝申し上げ

ます。 

ご存知のとおり国道３４９号は、茨城県水戸市を起点に福島県の阿武

隈山系を縦断しながら宮城県柴田町に至る実延長約２６０km、沿線３

県・１８市町村に及ぶ路線でありますが、その路程の多くが山間部を通

過しておりますことから、各所に幅員が狭隘で、かつ、屈曲の甚だしい

箇所が各所にあり、また、沿線市町村の中心市街地等を通る路程でも、

歩道等交通安全施設の整備の遅れから、近年の通行量の増加、特に大型

車両の増加によって歩行者の安全が脅かされているなど、その実情は次

頁以降に記載されている整備促進要望箇所が示すとおりでありまして、

地域住民からは一日も早い改良整備が強く求められております。 

言うまでもなく道路は、人と暮らしを支え、豊かな地域社会を形成す

る上で最も基本的な社会資本であり、道路網の整備なくして、地域の発

展は成し得ません。 

また、災害時において道路は、支援物資の運搬や緊急車両の通行、そ

して被災地からの避難路として重要な役割を担うものであり、主要幹線

道路の整備は勿論のこと、それらを補完する道路の整備の重要性を「東

日本大震災」という未曾有の災害を通じ、我々は再認識したところであ

ります。 

つきましては、沿線市町村の振興発展と沿線住民の安全・安心の確保、

そして災害時における幹線道路等の補完機能を強化するため、沿線市町

村が強く求める整備促進要望箇所の改良整備等について、特段のお力添

えを賜りますよう要望いたします。 
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国道３４９号整備促進要望箇所 
 

 

県
名 

市町村名 
要望 

番号 

要  望  箇  所 
事 業 名 

箇所名（地名） 延長 m

宮 
 
 

 
 

城 
 

 
 

 

県 

柴 田 町 ① 白  幡  橋 168 橋 梁 整 備

角 田 市 ② 江 尻 ～ 小 坂 地 区 2,000
交通安全施設等

整 備 事 業

丸 森 町 ③ 大張川張～耕野地区 6,000 道 路 改 良
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要望 

番号 
市町村名 宮 城 県 柴 田 町 

① 要望箇所 白  幡  橋 

事 業 名 橋 梁 整 備 

延長（ｍ） １６８ 

≪現状と要望事項≫ 

 

柴田町を縦走する一級河川「白石川」に
架かる「白幡橋」は、昭和１３年に架設以
来、既に７６年が経過し、老朽化が著しい
状況にあります。 
「白幡橋」は、国道３４９号を利用し角田
市や丸森町、そして伊達市梁川町など福島
県方面へ通じる重要な橋梁として年々通
行量が増加しており、さらに主要地方道白
石・柴田線とも重複しているため、朝夕の
ラッシュ時は慢性的な交通渋滞が生じて
おります。 

平成２０年度に地覆、高欄、照明灯の交
換及び歩道橋塗装替えなどの補修工事を
施工いただいたところありますが、今後も
さらなる交通量の増加が予想されるとこ
ろですので、早急に架替えが図れるよう、
お力添えを賜りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

                       ○ 

① 宮 城 県 柴 田 町 
  白幡橋（Ｌ＝168ｍ） 
  橋 梁 整 備 
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要望 

番号 
市町村名 宮 城 県 角 田 市 

② 要望箇所 江 尻 ～ 小 坂 地 区 

事 業 名 交通安全施設等整備

延長（ｍ） ２，０００ 

≪現状と要望事項≫ 

 

角田市江尻～小坂地区については、平成

１１年度より交通安全施設等整備事業が

実施され、Ⅰ期工事（Ｌ＝1，000ｍ）が平

成２１年度に完了したところであります。

しかしながら本箇所は、一級河川「阿武

隈川」の堤防の一部を国道として利用して

おり、両側にガードレールが設置されてい

る箇所もあり、近年の交通量の増加、特に

大型車両の増加により、歩道未整備区間で

の歩行者・自転車が大変危険な状況にあり

ます。 

つきましては、Ⅱ期工事（Ｌ＝1,000ｍ）

の早期完成とその先の歩道の整備が図れ

るよう、お力添えを賜りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

アイリス 

オーヤマ  

② 宮 城 県 角 田 市 
  江尻～小坂地区（Ｌ＝2,000ｍ）
  交通安全施設等整備 
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要望 

番号 
市町村名 宮  城  県  丸  森  町 

③ 要望箇所 大 張 川 張 ～ 耕 野 地 区 

事 業 名 道 路 改 良 

延長（ｍ） ６，０００ 

≪現状と要望事項≫ 
 

丸森町大張川張～耕野地区は、宮城県と
福島県の県境付近で近接する「国道４号」
や「東北自動車道」で大規模な災害が発生
し、双方が通行止めとなった際には、迂回
路としての役割を果たせる路線でありま
す。 

しかしながら、本区間は、幅員が狭隘で
屈曲が続くため、接触事故が多発している
区間であり、特に、大型車両は、対面交差
が不可能であり、車両交差を行うために
は、一方が待避所まで後退しなければなら
ず、大変危険な状況にあります。 

さらに、阿武隈川の増水時には冠水によ
って交通不能となる区間でもあります。 

つきましては、本路線が、国道４号・東
北自動車道の迂回路としてその機能を果
たせるよう、早急なる改良整備が図れるよ
う、お力添えを賜りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 宮 城 県 丸 森 町 
  大張川張～耕野地区（Ｌ＝6,000ｍ）
  道 路 改 良 
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【沿 線 市 町 村】   

◎宮 城 県      

柴  田  町   

角  田  市   

丸  森  町   

 

◎福 島 県      

伊  達  市   

川  俣  町   

二 本 松 市   

田  村  市   

小  野  町   

い わ き 市   

平  田  村   

古  殿  町   

鮫  川  村   

塙     町   

矢  祭  町   

 

◎茨 城 県      

常 陸 太 田 市   

日  立  市   

那  珂  市   

水  戸  市   
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